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近
江
神
宮
日
供
神
僕
講

新
版
第
五
号

平
成
二
十

一
年
十
二
月
十
日

「湖
都

の
祈
り
～
三
井
流
声
明
と
薪
能
」
開
催

前
号
で
予
告
し
ま
し
た
が
、
大
津
市
内

の
著
名
十
社
寺

で
組
織
し
て
い
る

『
湖
信
会
』
の
五
十
周
年
記
念
行
事

の

一
環
と
し
て
、
去
る
十
月
二
十
四
日

(土
)
夕
刻
よ
り
、
標
記
の
行
事
が
行
わ
れ
、
木
村
至
宏
氏

(成
安
造
形
大
学

前
学
長

・
名
誉
教
授
)

の
講
演

「大
津

の
寺
と
社
」
、
三
井
寺

の
僧
侶
十
二
名

に
よ
る
三
井
流
声
明

(し
ょ
う
み
ょ
う
)
、
梅
若
六
郎
玄
祥
師

(人
間
国
宝
)
に

よ
る
観
世
流
能
楽

「近
江
八
景
」
が
近
江
神
宮
大
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
夕
闇

が
し
の
び
寄
る
な
か
に
巫
女
の
手
に
よ
り
篭
火
に
点
火
、
拝
殿
中
庭
に
設
け
ら

れ
た
能
舞
台
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
国
立
能
楽
堂
所
蔵
の
天
智
天
皇

く
せ
ま
い

の
能
面
を
着
け
た
梅
若
玄
祥
師
に
よ
る
、
近
江
八
景
を
讃
え
た
曲
舞
は
、
ま
こ

と
に
場
に
ふ
さ
わ
し
い
演
目
で
、
短
時
間
な
が
ら
観
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
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天智天皇能面

し
た
。
冒
頭
に
は
三
井
流
声
明
と
梅
若
師

の
能

舞
と

の
土
ハ演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
江
神
宮

で

は
昭
和
三
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
二

十
年
間
ほ
ど
薪
能
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

三
十
数
年
ぶ
り
の
能
楽
奉
納
で
し
た
。

天
智
天
皇
祭

一
月
十
日

天
智
天
皇
は
そ
の
御
治
世
の
十
年
十

二
月
三
日
、
大
津
宮
に
て
崩
御
あ
ら
せ

ら
れ
ま
し
た
。
太
陽
暦
に
直
す
と
六
七

二
年

一
月
十
日
に
な
り
、
こ
の
日
、
毎

年
天
智
天
皇
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
八
時
三
十
分
よ
り
大
前
に
て

祭
典

の
後
、
山
科

の
天
智
天
皇
御
陵
正
辰
祭

に
参
列
、
続

い
て
京
都

・
東
山
の

泉
涌
寺
に
参
拝
し
ま
す
。
泉
涌
寺
は
真
言
宗
泉
涌
寺
派

の
総
本
山
で
、
皇
室

の

菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
、
天
智
天
皇
以
後

の
御
歴
代

の
多
く
の
天
皇

・
皇
后
の

御
位
牌
を
お
祀
り
し
、
現
在
も
皇
室
と
は
特
別
の
関
係
に
あ
る
寺
院
で
あ
り
、

鎌
倉
時
代

の
四
条
天
皇
以
後
、
多
く

の
天
皇
の
陵
墓
は
そ
の
境
内
に
造
ら
れ
ま

し
た
。

(天
智
天
皇
祭
に
参
列
ご
希
望

の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
)
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む
ベ
ワ
イ
ン

・
む
べ
飴

近
江
八
幡
市
特
産
の
あ
け
び
科

の
果
実

む

べ

・
郁
子
の
実
は
、
天
智
天
皇
が
付
近
を
視

察

の
折
に
、
無
病
延
命

の
霊
果
と
し
て
御

嘉
納
に
な
ら
れ
た
故
事
に
ち
な
ん
で
、
平

安
朝
初
期
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
、
途
中

中
断
は
あ

っ
た
も
の
の
連
綿
と
皇
室
に
献

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
江
神
宮
に
も
毎
年
十

一
月
七
日
の
御
鎮
座
記
念
祭
に
、

近
江
八
幡
市

・
大
嶋
奥
津
嶋
神
社
よ
り
宮
司

以
下
が
参
列
し
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
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の
ほ
ど
郁

子

の
実
を

使

っ
た

ワ

イ

ン

・
リ

キ

ュ
ー

ル

・
飴
な
ど

が
作
ら

れ
、

あ
わ

せ

て

奉
納
さ

れ

ま

し
た
。

毎
年
十

一
月

一
日
よ
り
二
十
日
こ
ろ
ま
で
近
江
神
宮
境
内

で
も
菊
花
展
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
野
生
猿

の
出
没
が
激
し
く
、
猿
対
策
の
網
が
か
け
ら

れ
て
見
栄
え
も
悪
く
、
せ

っ
か
く
出
品
展
示
さ
れ
た
菊

の
作
品
が
台
無
し
に
な

る
こ
と
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
数
年
前
に
大
津
市
が
近
辺
の
猿

の
捕
獲
を
行

つ
て
か
ら
は
あ
ま
り
出
な
く
な
り
、
昨
年
か
ら
は
網
も
な
い
状
態
で
見
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
猿
の
被
害
は
な
く
、
作
品

の
す
ぐ
傍
に
寄

っ
て
写
真
を
撮
影
す
る
人
の
姿
も
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

漫
画

『
ち
は
や
ふ
る
』
原
画
展

改
装

工
事

・
展
示
準
備
の
た
め
休
館
中
の
時
計
博
物
館
は
、
七
十
年
祭

の
年

と
な
る
来
年
四
月

一
日
よ
り

『時
計
館
宝
物
館
』
と
し
て
新
装
開
館
す
る
運
び

と
な

っ
て
い
ま
す
。
時
計
関
係

の
ほ
か
御
創
建
以
来
奉
納
さ
れ
た
絵
画
作
品
等

も
展
示
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
企
画
展
等
に
も
使
え
る

一
室
も
設
け
ら
れ

ま
す
。
開
館
に
先
立
ち
、
そ
の

一
室
を
利
用
し
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
百

人

一
首
競
技
か
る
た
を
扱

っ
た
漫
画

『ち
は
や
ふ
る
』

(末
次
由
紀
作

昨
年

初
め
よ
り
講
談
社

の
漫
画
雑
誌

『
B
E

L
O
V
E
』
連
載
中
)

の
原
画
展
が

一
月

一
日
よ
り
月
末
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

年
末
年
始
の
祭
典
等

十
二
月
十
三
日
午
前
九
時

十
二
月
二
十
日
午
前
九
時

十
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時

十
二
月
三
十

一
日
午
後
三
時

一
月

一
日
午
前
○
時

一
月

一
日
午
前
七
時

二
分

一
月
二
日
午
前
人
時
三
十
分

一
月
三
日
午
前
八
時
三
十
分

一
月
七
日
午
前
九
時

一
月
九
日
午
前
十
時

一
月
十
日
午
前
八
時
三
十
分

一
月
十
日
午
前
九
時

一
月
十
五
日
午
前
十
時

二
月
三
日
午
前
十
時

二
月
十

一
日
午
前
十
時

門
松
立
て

煤
払
祭

天
長
節
祭

年
越
大
祓
式

(続

い
て
)
除
夜
祭

歳
旦
祭

(さ
い
た
ん
さ
い
)

初
日
の
出
遥
拝
式

日
供
始
祭

(に
っ
く
は
じ
め
さ
い
)

元
始
祭

(げ
ん
し
さ
い
)

昭
和
天
皇
祭
遙
拝
式

か
る
た
名
人
位
ク
イ
ー
ン
位
決
定
戦

天
智
天
皇
祭

(天
智
天
皇

の
ご
命
日
)

か
る
た
祭

・
高
松
宮
記
念
杯
全
国
歌
か
る
た
大
会

古
神
札
焼
納
祭

節
分
祭

紀
元
節
祭

ま

こ
と
に
厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
、
不
安

の
多

い
年

の
瀬
で
す
が
、

十
分
に
祈
り
を
深
く
、
希
望
を
持

っ
て
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
健
勝

の
程
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


